
小郡市文書管理システム構築業務　審査基準

No. 審査項目（大項目） 審査の視点 審査点配分

1 本市が提示した目的への理解
小郡市文書管理システム構築事業委託仕様書「２．目的」で本市が示している課
題等を理解し、その課題解決が期待できる提案となっているか。

10

2 システム概要

システムの全体像が容易に理解できる提案となっているか。また、職員が容易に
操作でき、電子決裁が円滑に運用できるシステムが提案されているか。将来的な
機能の追加、拡張に柔軟に対応でき、かつバージョンアップや人事異動、機構改
革などを想定し、それらをシステム管理者が容易な操作で対応できる提案となっ
ているか。

40

3 プロジェクト管理
本業務を遂行するためのスケジュールが示されているか。また、稼働予定日に対
してスケジュールに問題はないか。事業内容を理解した者を配置する等、実施体
制は適切であるか。

10

4 セキュリティ対策 セキュリティ対策は適正か。 10

5 保守・運用サポート
導入後の保守・運用サポート体制が適切に示されているか。また、障害発生時の
対応も適切に示されているか。

10

6 コンサルティング業務

コンサルティング業務の工程が考えられているか。
実績はあるか。
課題などをうまく改善できているか。
導入後の効果を把握、説明できるか。
コンサルティング業務を行う上での強みはあるか。

30

7 追加提案事項
仕様書で要求していないが、本業務委託の趣旨に照らして有益となる提案がなさ
れているか。

20

8 価格（見積額）
システム構築金額について、最も低い金額を提示する事業者を満点とし、その金
額との比率を用いて算出する。

20

9 機能要件充足度 （別紙１）機能要件書に記載の機能をどれだけ満たしているか。 50

200


